






目的 

 乳児ビタミンK欠乏性出血症の予防を目的として,ビタミンK(ケイツーシロップ)の集団

予防投与が提言されている。その具体的方法としては,新生児期の早期に 1 回もしくは 2

回の経口投与が現在もっとも一般的な方法であると思われる。 

 これらの投与法による予防効果の評価と,また本症の早期予知を目的として,熊本県下に

おいては,1984 年 4 月より 1 カ月児(特に母乳栄養児)を対象として PIVKA-Ⅱ(Protein 

Induced by Vitamin K Absence or Antagonist-Ⅱ)の測定を実施している。本研究の昨年

度までの結果はすでに報告したが,今回はさらに,対象数を追加して報告する。 


